
VR CUBICデータの活用事例と
コンペティションへの提供
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近年，メディア環境の発展に伴い，各種デバイスの登場によるメディア接触の複雑化やコンテンツ試聴形態の
多様化が生じている．株式会社ビデオリサーチ（以下，ビデオリサーチ）では，テレビ × インターネットの接触
状況を把握し，顧客課題への対応をするために，シングルソースでテレビやインターネットの接触を機械式で測
定する VR CUBIC というサービスを展開している．本稿では，ビデオリサーチが VR CUBIC データをどの
ように用いて分析しているかを紹介する．また，平成 30 年度データ解析コンペティションへ VR CUBIC デー
タを提供してみた所感を述べる．
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1. はじめに

近年，メディア環境の発展に伴い，各種デバイスの
登場によるメディア接触の複雑化やコンテンツ試聴形
態の多様化が生じている．テレビ番組を考えてみると，
自宅の TVでのリアルタイム接触以外にも，ワンセグ
やカーナビなどでの接触，タイムシフトでの接触や見
逃し配信のキャッチアップでの接触など，さまざまな
方法で番組に接触することが可能になっている．さら
に，テレビ番組を見ながら異なる端末でWEB検索や
SNSなどを行う「ながら見」も日常的に行われている．
そこで，ビデオリサーチはテレビ ×インターネットの
接触状況を把握し，それらに対応したデータ分析を行
うために，テレビやインターネットの接触を機械式で
測定するVR CUBICというサービスを展開している．
このデータを用いることで，たとえばテレビとインター
ネットを同時に接触している状況を理解することがで
きる．また，各媒体ごとに接触時間を計測することや
アンケート調査などを行うことで，対象者の細かい特
徴を読み取ることもできる．そのため VR CUBICに
より，ビデオリサーチは今日のメディア接触の複雑化や
さまざまな試聴形態を把握・分析することができると
いえる．そこで，ビデオリサーチが VR CUBICデー
タを用いてどのような活動をしているのか，具体的な
事例を用いて紹介する．
さらに，平成 30 年度データ解析コンペティション
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多くのチームに分析を行ってもらったため，その分析
結果にも触れつつ VR CUBICデータを提供してみた
所感を記載する．

2. VR CUBICデータとは

2.1 データ概要
まず，VR CUBICデータについて述べる．
VR CUBIC データは，同一人物によるテレビやイ

ンターネット利用について，テレビは機械式，インター
ネットはログベースで測定し，トータルオーディエン
スを捉えることのできるシングルソースデータである．
テレビ接触やインターネット接触，WEBアンケートの
結果を用いて分析することで，テレビとインターネッ
トの関係性や到達状況をトータルで捉えることができ
る．さらに，「ビールを毎日 1 回以上飲む人」という
ように，詳細なターゲットでのテレビやインターネッ
トの接触状況を実測で計測し，キャンペーン後に行う
アンケート結果と照合することで，テレビやインター
ネット，またはそれらの組み合わせによる広告効果を
読み取ることも可能となる．つまり，さまざまなコン
テンツや広告，情報への生活者の接点を捕捉し，単体
データを補完するマーケティングデータとしての利用
が可能なデータである．

2.2 調査概要
ここでは，VR CUBICの調査概要について述べる．
調査地区は関東 1都 6県（東京・神奈川・千葉・埼

玉・茨城・栃木・群馬）となっており，調査サンプル
数は 5,000人，対象者となるための条件は，満 15～69

才男女でインターネット利用者となっている．
また，測定対象は大きく分けて 3種類ある．一つ目

は機械式で測定しているテレビ接触についてである．
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これにより，番組や CMへの接触状況を捉えることが
できる．二つ目は，Cookie照合やログ取得などによる
インターネット接触についてである．これは，パソコ
ンやスマートデバイスを対象としており，WEB サイ
トへの接触状況やアプリの利用状況を計測することが
できる．また，WEB 広告にタグを埋め込むことによ
り，WEB広告への接触状況も捉えることが可能であ
る．最後がアンケート項目である．アンケート項目に
は，調査対象者のデモグラフィックや日常生活意識，
メディアへの関与状況，商品関与状況などが含まれる．
また，個別にアンケート取得することも可能であり，そ
の場合，広告認知や広告への印象，ブランドイメージ
などを理解することができる．

3. VR CUBICデータを用いた活用事例

ここでは，VR CUBICデータの活用事例を述べる．
まず，社内での分析事例として，CMの出稿効果の検
証事例を記載し，その後，顧客のデータとVR CUBIC

データを連携し，顧客データをリッチ化したデータ連
携事例と，連携したデータを用いて分析をした事例に
ついて紹介する．

3.1 CMの出稿効果検証
ある自動車メーカーA社の提供番組 CMと A社の

WEBサイトへの接触ログを用いて CMの出稿効果の
検証事例を記載する．

3.1.1 検証方法
CM出稿の目的を自社サイトアクセス，広告効果指

標 (KPI)を自社へのサイト来訪率とし検証を行った．
対象とする番組を A社の提供番組の中から，スポーツ
とドラマの 2ジャンルに絞り，それぞれの番組内での
CM接触実態と自社サイトへの接触行動を掛け合わせ，
番組 CMの効果差の要因を検証した．

3.1.2 検証結果
自動車メーカーA社が提供しているレギュラー番組

から，スポーツ（5番組）とドラマ（6番組）の 2ジャ
ンルの番組について番組内の CM接触頻度別に自社サ
イトへの来訪率を算出した．その結果を図 1 に示す．
この結果より，分析対象としたスポーツとドラマでは，
ジャンル内における CM接触頻度と自社サイト来訪率
の関係に差があることが明らかである．スポーツでは
CMへの接触頻度が高いほど，自社サイト来訪率も上
昇しているが，ドラマは 1 回も CM を見ていない人
（非接触者）の来訪率が最も高く，接触頻度が高くなっ
ても自社サイト来訪率は伸びていない．サイト来訪が
CM出稿目的であるにもかかわらず，ドラマでは CM

非接触者が CM接触者よりよくサイトに来ていること
がわかる．
ここで，なぜドラマでは CM 非接触者の来訪率が

CM 接触者の来訪率より高いという結果になったか，
また，ドラマへの出稿は本当に効果がなかったのかを
商品カテゴリ関与層をキーに検証する．
スポーツとドラマで，サイト来訪率に差が出た理由

を確認するため，CM接触者の商品カテゴリ関与層の
含有率に着目する．一般的に，当該の商品カテゴリへ
の興味関心や購入意向などが高いターゲット（以下，商
品関与ターゲット）は，非商品関与ターゲットに比べ
て商品に関する情報の入手に積極的であり，商品サイ
トへの来訪意向も高い傾向にある．そのため，スポー
ツでは，「CM接触者における商品関与ターゲットの含
有率」が「CM非接触者における商品関与ターゲット
の含有率」より高く，ドラマでは「CM接触者におけ
る商品関与ターゲットの含有率」が「CM非接触者に
おける商品関与ターゲットの含有率」より低い，とい
う状態になっていれば，CM接触者における商品関与
ターゲットの割合の差がサイト来訪率に影響している，
と考えられる．
そこで，商品関与ターゲットを自動車の購入予定が

ある人と定義し，CM接触者と CM非接触者の自動車
購入予定者の番組ジャンル別含有率を図 2に示す．な
お，自動車購入予定者は別途アンケートにより取得し
た情報である．スポーツでは，CM接触者における自
動車購入予定者の含有率が CM非接触者における自動
車購入予定者の含有率より高く，ドラマでは，CM接
触者における自動車購入予定者の含有率が CM非接触
者における自動車購入予定者の含有率より低いことが
わかる．そのため，今回のドラマの場合，CM非接触
者のサイト来訪率が CM接触者のサイト来訪率より高
い理由は，自動車購入予定者の割合が CM非接触者に
多かったためと考えらえる．
次に，サイト来訪率が商品関与ターゲットの含有率

による差であることを確かなものにするため，図 3の
ように自動車購入予定者に絞って番組の CM接触回数
別の自社サイト来訪率を算出した．自動車購入予定者
に限定しているため，図 1に比べると，来訪率が両番
組とも高くなっている．スポーツでは，図 1と同様に
CMの接触頻度が上がれば，自社サイト来訪率が上昇
する傾向がみられた．一方ドラマでも，CM接触頻度
が増えるごとに来訪率も上昇し，CM接触者の来訪率
が CM非接触者の来訪率を上回る結果となった．この
結果より，ドラマでも自動車購入予定者は CMにより
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図 1 番組内 CM 接触回数別の自社サイト来訪率

図 2 自動車購入予定者の番組ジャンル別含有率

図 3 自動車購入予定者の番組内 CM 接触回数別の自社サ
イト来訪率

サイト来訪を誘引できていることがわかる．つまり，
商品関与ターゲットに繰り返し CMを当てれば，自社
サイト来訪率が上昇するということがわかる．本ケー
スでは，サイト来訪率に差が現れた要因はジャンルの
違いによるものではなく，番組を見ている人の中にど
の程度「自動車購入予定者」がいるのか，その割合の
違いと結論づける．

3.1.3 考察
本分析では，ブランド好意度などの効果指標は確認

できていないが，CM に繰り返し接触させることで，
分析対象とした自動車メーカー A 社の好意度などが
醸成され，検討のためのWEBサイトへの来訪につな

がったと仮説を立てることもできる．今後，たとえば
キャンペーン前と後の 2時点でアンケートを行うこと
により CM接触回数ごとのブランドへの寄与度を検証
したい．

3.2 データ連携
データ連携の事例として SMN株式会社1（以下，SMN

社）と株式会社クロスリスティング2（以下，クロスリ
スティング社）との事例を紹介する．

3.2.1 背景
まず，データ連携が必要になる理由について述べる．

近年，観測技術の発展に伴い，あるゆる分野における
多種多様なデータが入手できるようになった．しかし，
そのようなデータが入手できたところで，必ずしも価
値のある知見が得られるわけではない．たとえば自社
サイトに訪問したログデータが手元にあるとする．こ
のデータからだと，どのような人がサイトに訪問した
のかを特定することができない．これを明らかにする
ためには，新たにデータを追加する必要がある．その
際の取得方法として，自社サイトに訪問したログデー
タとアンケート調査結果などのデータを紐づけるデー
タ連携が考えらえる．データ連携することで，新たに
サイトの改修や追加調査などを行う必要がなく，サイ
ト訪問者の特徴を知ることができる．たとえば，会員
向けメルマガやDMでのレコメンド内容を会員ひとり
ひとりの嗜好に沿ったものに変えることで，メルマガ
や DMの効果向上につなげることができる．また，自
社サイトへの訪問者の来訪目的に沿ったコンテンツ提
供を行うことで，コンバージョン (CV)や回遊率，滞
在時間のアップなどにつなげたり，広告配信時のセグ
メントに利用することで商材ニーズにあった広告配信
につなげる，などが期待できる．

3.2.2 SMN社との取り組み
ここでは，SMN 社と取り組んでいるデータ連携に

1 ソニーグループで培った技術力をベースに，マーケティン
グテクノロジー事業を展開している．「技術力による，顧客の
マーケティング課題の解決」を実現するため，ビッグデータ処
理と人工知能のテクノロジーを連携し進化を続けてる．現在，
広告配信プラットフォーム DSP「Logicad」，マーケティン
グ AIプラットフォーム「VALIS-Cockpit」をはじめ，実店
舗事業者向けマーケティングプラットフォーム「Marketing
Touch」を提供することで，マーケティングに関するさまざ
まな課題解決を実現している [1]．
2 goo や OCN などの国内大手ポータルサイトを中心とした
提携ネットワークに表示される検索連動広告を提供している
会社．月間 1 億ユニークブラウザもの大量の検索データなど
を集約したデジタルマネジメントプラットフォーム DMP を
事業の核と位置づけ，ユーザーインサイトがわかるデータを
精密かつ高機能にサービス展開し，マーケティング活動を支
援する事業を展開している [2]．
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ついて述べる．
ビデオリサーチでは，2018年 2月 1日より SMN社

での広告配信在庫データとVR CUBICのデータを連
携している．それにより，SMN 社では，テレビの接
触データを基にしたセグメントへの広告配信が可能と
なった．
広告配信の仕組みを図 4に示す [3]．
まず，VR CUBIC のテレビ接触データから，個人

を特定しない形でセグメントを作成し，SMN 社へ提
供する．ここで作成しているセグメントは，「テレビ接
触量の多い人」といったテレビの実測データから作成
される HML3セグメントや，「スポーツ番組をよく見
ている」のような特定のテレビ番組ジャンル嗜好セグ
メントなどがある．
SMN 社とビデオリサーチのデータはCookie Sync

によりそれぞれのデータを紐づけられる状態になるた
め，VR CUBICデータから作成されたセグメントデー
タを SMN 社が人口知能「VALIS-Engine」によって
拡張し，DSP「Logicad」によって広告配信を行って
いる [4, 5]

3.2.3 クロスリスティング社との取り組み
ここでは，クロスリスティング社と取り組んでデー

タ連携したデータを用いて分析した事例を紹介する．
この事例では，クロスリスティング社が保有する「教

えて！ goo」のサイトアクセスデータと，VR CUBIC

のテレビ視聴データとプロフィールデータを連携した．
今回は，「普段の生活が便利になる雑学やマナー」に関
する質問ページを閲覧した人（以下，生活お役立ちペー
ジ閲覧者）に関する分析を行った．生活お役立ちペー
ジ閲覧者は，
・半数以上に子供がいる
・年収のボリュームゾーンは 400万円～700 万円
・最も多く購読されているのは朝日新聞
・4割強の人が無糖飲料の購入意向あり
といった特徴をもった人だということがわかった．
VR CUBICは，関東 1都 6県内のインターネット

利用者人口にあわせて対象者の性年代を割り付けてい
るため，単体でインターネット利用者の縮図となって
いると考えられる．そのため，「教えて！ goo」を閲覧
していない人と比較をした分析を行った．
図 5に，生活お役立ちページ閲覧者と閲覧していな

い人（以下，非閲覧者）で，テレビ番組の視聴傾向に
違いがあるかを比較した結果を示す．今回は，テレビ

3 ヘビーユーザー (H)，ミドルユーザー (M)，ライトユーザー
(L) を表す．

図 4 広告配信に至るまでの仕組み [3]

図 5 テレビ番組の視聴傾向分析結果

番組の中でも「教えて！ goo」の「生活お役立ちペー
ジ」での質問投稿内容に近しい，普段の生活が便利に
なる雑学やマナーを紹介したり，クイズ形式で出題す
ることを主テーマとした 8番組を対象番組とした．集
計方法は，該当番組を期間内にリアルタイムで 1回以
上接触した人の割合の算出とし，接触定義は番組全体
の 1/3以上の時間視聴していた場合に接触とした.

結果を見ると「生活お役立ちページ閲覧者」は 8番
組中 5番組で非閲覧者より 5pt以上接触率が高いこと
がわかる．この結果から，「教えて！ goo」で生活お役
立ち情報を見に来ている人は，テレビを見るときも生
活お役立ちネタが流れていると好んで見る傾向がある
ことがわかる．
次に，生活お役立ちページ閲覧者と非閲覧者で食に

関する意識にどのような違いがあるのかを比較した．
それぞれでのアンケート項目内容への回答者数割合を
表 1に示す．
各項目を俯瞰してみると，「生活お役立ちページ閲覧

者」は冷凍食品や惣菜などの調理済み食品への抵抗は
薄く，手料理に強いこだわりはない一方，糖分やカロ
リーなど食卓に並べるメニューについては健康を意識
するよう心がけている．体に気もつかうがラクもした
い思いがうかがえる．

3.2.4 まとめ
3.2.2節や 3.2.3節に記載したとおり，ビデオリサー

チでは複数の企業とデータ連携を行い，数多くの分析
を行っている．こういった分析を行うことで，新たな
知見が生まれ，異なる事業への活用などさまざまな領
域でのソリューション提供が可能となるため，今後も
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表 1 アンケート項目内容への回答者数割合

アンケート項目 生活お役立ちページ閲覧者 非閲覧者 差分
調理済み冷凍食品は，手間がかからず便利だと思う 83.1 78.9 +4.2

市販の惣菜はおいしいと思う 73.8 65.6 +8.2

糖分を取り過ぎないよういしている 58.5 49.2 +9.3

カロリーが高くならないようにしている 63.1 47.0 +16.1

料理を作るのは好きだ 44.6 49.9 −5.3

自分は料理が上手だと思う 30.8 36.6 −5.8

食事の支度をするのが面倒な時は，外食で済ませることがよくある 36.9 44.2 −7.3

引き続きデータ連携を行い，新たなソリューション事
業構築に向けた取り組みを進めていく．

4. データコンペへデータ提供して

データコンペへデータ提供をしたことへの所感をこ
こに記載する．
いくつかの予選と本選の発表会に参加したが，Em-

bedding技術など，実務家としてでは普段アンテナが
行き届かない範疇の手法を駆使して分析していたチー
ムがいたため，非常に刺激になった．一方で結果をビ
ジネスに活かすことやそもそもの問題設定において，
想像に頼る部分が大きかったという印象があり，この
点については事前に課題を明確に提示し，可能であれ
ば研究と並行して意見を交換しあう場があるとよかっ
たと感じた．分析結果に着目すると，実際のビジネス
で顧客の上層部に説明することを考えると，困難であ
るものが多かったと感じている．実際にビデオリサー
チも機械学習などを用いて分析することがあるが，顧
客に説明してもなかなか理解してもらえず，最終的に
はクロス集計のみの分析をし，その結果から考察をす
る，ということも多々ある．ビデオリサーチ以外にも
同様の悩みを持っている企業は数多く存在していると
考えられる．今後，データ分析をする際に，統計や多
変量解析，機械学習などの知識が全くない人に対して，
分析手法などの説明を行い理解してもらうためにはど
のように説明をすべきか，ということを考えておくと，
企業から必要とされる人間になるに違いない．
また，今回のデータコンペでは，中田総研（左）チー

ムへビデオリサーチ賞を授与した．選定理由の一つに，
現在ビデオリサーチで行っている分析・研究内容のテー
マと一致していたことが挙げられる．ビデオリサーチ
でも視聴率予測に取り組んでいるが，良い結果を出す
ことができず悩んでいた．中田総研（左）チームが取
り組んだ事例とは学習データの内容は異なるが，考え
方やモデルの作成方法などはとても興味深く，参考に
なると感じた．今後もビデオリサーチはこの課題に対

して，良い結果を出すために取り組んでいくが，是非
とも中田総研（左）チームにも他のチームにもこの課
題に挑戦していただき，良いモデル作りにご協力いた
だきたい．
今回のデータコンペでは，ビデオリサーチの役割が

データ提供のみとなってしまったが，「提供して終わ
り」ではなく，特定チームと同じテーマで 1チームと
して取り組み，両者の結果を比較することで，産学それ
ぞれの視点の違いを浮き彫りにし，両者の相乗効果を
生み出す次の一手の検討につなげることもできるので
はないかと考える．また，共同で分析・研究を行うこ
とでもより広く深くデータ分析を行うことができるた
め，両者の発展につなげていきたい．VR CUBIC の
データや活用事例，ビデオリサーチが所有している他
のデータに興味を持がある方は，是非一緒に分析・研
究をしていただきたい．

謝辞 本稿を作成するにあたり，その機会をいただ
いたオペレーションズ・リサーチ担当者様に厚く御礼
申し上げます．また，データコンペ中も多くの助言を
いただいた，中央大学 生田目教授に感謝申し上げます．
最後に，数多くのチームに参加いただき興味深い分析
を行っていただいたすべての参加チームの皆様に心か
らの感謝の意を表します．

参考文献

[1] SMN株式会社，「SMN株式会社概要」，https://prtimes.
jp/main/html/rd/p/000000142.000013903.html
（2019 年 10 月 28 日閲覧）
[2] 株式会社クロスリスティング，「ABOUT X-LISTINGに
ついて」，https://www.xlisting.co.jp/index.html#about
（2019 年 10 月 28 日閲覧）
[3] ビデオリサーチ，「2018 年 2 月 1 日プレスリリース」
https://www.videor.co.jp/press/2018/180201.html
（2019 年 10 月 28 日閲覧）
[4] SMN株式会社，「Logicad とは」，http://www.logicad.
com/about/index.html （2019 年 10 月 28 日閲覧）

[5] SMN 株式会社，「VALIS-Engine」，https://www.so-
netmedia.jp/business/adtechnology/ （2019 年 10 月
28 日閲覧）

2020 年 2月号 （7）75



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.6
  /CompressObjects /Off
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 524288
  /LockDistillerParams true
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments false
  /ParseDSCCommentsForDocInfo false
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Remove
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.00333
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages false
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.40
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.00333
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages false
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.40
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 600
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Average
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /FlateEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName (Japan Color 2001 Coated)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements true
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks true
      /IncludeHyperlinks true
      /IncludeInteractive true
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /UseName
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [595.276 841.890]
>> setpagedevice


